




 
 

はじめに 

 

旅客船のバリアフリー化は、平成 12 年に制定された「高齢者、身体障害者等の公共交通

機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律」（交通バリアフリー法）及び平成 18 年

に制定された「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（バリアフリー法）

における旅客船のバリアフリー基準等に基づいて整備がすすめられている。また、旅客船

事業者の格段の努力もあり、高齢者や障害者の旅客船の利用機会も次第に増加している。 

こうしたなかで、高齢者や車椅子使用者が旅客船を安全・安心に利用するために問題と

なっているのが、船内出入口（舷門）のコーミングの段差である。現在、船舶建造におい

ては、船舶安全法や船舶設備規程等を順守し、その上乗せとしてバリアフリー法が課せら

れているため、スロープ等で段差解消を行っている。 

しかしながら、小型船舶において双方の内容を十分に満たすためには物理的な制約があ

るので、車椅子使用者等の円滑な乗降に支障をきたしているが、これを解消するような技

術開発は行われていない。 

このため、スロープ等で段差解消をせず、高齢者や障害者等が安全・安心に利用できる

モデルとなるバリアフリー化された段差（コーミング）解消装置を検討し、その開発を行

った。 

ついては、この段差（コーミング）解消装置が多くの旅客船に設置されることを望み、

その開発経緯及び仕様等について本書にとりまとめたものである。 

これにより、旅客船事業者等において、新造または改造の際の参考図書となり、離島等

における高齢者や障害者等の移動の円滑化並びに旅客船利用の増大となれば望外の喜びで

ある。 

 

最後に、段差（コーミング）解消装置の技術開発および本書の作成にあたり、多大なご

尽力を頂いた東京大学大学院新領域創成科学研究科人間環境学専攻の鎌田実委員長をはじ

め、各委員、開発にあたった MHI 下関エンジニアリング株式会社の皆様に深く感謝を申し

上げる次第である。 

 

   平成 27 年 3 月            

公益財団法人            

交通エコロジー・モビリティ財団 

理事長 与田 俊和     





目   次

1.事業の概要について 

 1.1 事業目的  ··············································· 1 

 1.2 事業内容  ··············································· 1 

 1.3 事業スケジュール  ········································· 2 

 

2.段差（コーミング）等における法令の整理 

 2.1 段差（コーミング）等における関連法令  ·························· 3 

 2.2 段差（コーミング）等における規則の要求内容  ····················· 4 

 2.3 段差（コーミング）等における規則の要求内容等に基づいた略図  ········ 15 

 

3.段差（コーミング）等の実態調査 

 3.1 実態調査の選定  ········································· 18 

3.2 実態調査の対象  ········································· 18 

 3.3 実態調査の結果  ········································· 20 

 

4.段差（コーミング）解消装置の開発コンセプト 

 4.1 段差（コーミング）解消装置の型式提案  ························· 21 

 4.2 段差（コーミング）解消装置（モックアップ）の製作  ················ 26

 4.3 段差（コーミング）解消装置（モックアップ）による性能検証  ·········· 37 

 

5.まとめ 

 5.1 得られた成果  ··········································· 46 

 5.2 今後の課題  ············································ 46 

    段差（コーミング）解消装置 仕様書案  ························· 49 

 

参考資料 

 実態調査の結果（詳細） ········································ 55





 

 

ワーキンググループ委員 
 

 

（敬称略・五十音順） 

○鎌田 実    東京大学大学院新領域創成科学研究科人間環境学専攻 教授 
 

齋藤 徳篤   独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

共有建造支援部 担当部長 
 

竹原 隆    国土交通省海事局検査測度課 船舶検査官 
 

妻屋 明    公益社団法人全国脊髄損傷者連合会 代表理事 
 

富澤 茂    一般社団法人日本中小型造船工業会 技術部長 
 

宮崎 恵子   独立行政法人海上技術安全研究所 

運航・物流系運航支援技術研究グループ グループ長 
 

矢澤 隆博   国土交通省海事局安全政策課船舶安全基準室バリアフリー推進係 
 

山本 眞佐夫  日本小型船舶検査機構業務部 検査検定課長 
 

（○：委員長） 

 

 

（事務局） 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

岩佐 徳太郎 バリアフリー推進部 部長 

髙橋 徹   バリアフリー推進部 企画調査課 企画係長 

 

（開発協力） 

MHI 下関エンジニアリング株式会社 

佐藤 喜久雄 企画・営業室 技師長 

井上 愼一  企画・営業室 主席 

立脇 理人  企画・営業室船舶製品チーム 主席チーム統括 



 



 
 

１．事業の概要について 

 

1.1 事業目的 

 旅客船のバリアフリー化は、バリアフリー法、バリアフリー基準、「旅客船バリアフリー

ガイドライン」に基づいて整備が進められおり、高齢者や障害者の利用機会も次第に増加

している。 

こうしたなかで、高齢者や車椅子使用者が旅客船を安全・安心に利用するために問題と

なっているのが、船内出入口（舷門）のコーミングの段差である。 

現在、船舶建造においては、船舶安全法や船舶設備規程等を順守し、その上乗せとして

バリアフリー法が課せられている。しかしながら、小型船舶において双方の内容を十分に

満たすためには物理的な制約があり、特に、旅客が乗降する出入口についてはコーミング

による水密機構が要求されているため、車椅子使用者等の円滑な乗降に支障をきたしてい

る。 

一方、平成 23 年度の「国内旅客船バリアフリー化推進のための調査研究」のなかで実施

したアンケート調査においては「安全性の確保とバリアフリー設備との両立」「コーミング

の整合性」等の指摘があり、船内出入口の問題解決が求められている。 

そこで、本事業では、小型船舶における船内出入口について、高齢者や車椅子使用者が

安全・安心に利用でき、かつ事業者にとっては低額の予算で取り付けが可能な装置を開発

し、海上交通のバリアフリー化に寄与することを目的とする。 

 

1.2 事業内容 

本事業については、具体的に下記のとおり実施する。 

①船内出入口の段差（コーミング）についての法律等の整理 

旅客船の船内出入口の段差（コーミング）における法律や形状等について、整理をす

る。 

②船内出入口の実態調査 

旅客船の船内出入口（舷門）の現状について、実態調査（高速旅客船、旅客船、フェ

リーでかつ、沿海区域などの短距離航路を想定し、２地域程度）を実施する。 

③段差（コーミング）解消装置の仕様の検討 

法令を順守した固定式ではない段差（コーミング）の仕様を検討する。 

④段差（コーミング）解消装置の試作・性能評価 

上記③の仕様に基づいて、船内出入口を模したモックアップを製作し、各種の評価実

験を行う。 
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1.3 事業スケジュール 

 本事業は、下記のスケジュールで実施する。 

 

図表 1-1 事業スケジュール 

               期

項目 
1/4 2/4 3/4 4/4 

①船内出入口の段差（コーミング）

についての法律等の整理 

 
           

②船内出入口の実態調査  
 

          

③段差（コーミング）解消装置の 

仕様の検討 
   

 
        

④段差（コーミング）解消装置の 

試作・性能評価 
     

 
      

⑤報告書の作成           
 

 

検討委員会（3回）   ○   ○     ○  
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２．段差（コーミング）等における法令の整理  

 

2.1 段差（コーミング）等における関連法令 

 段差（コーミング）等に関する規定は、図表 2-1 のとおり、船舶安全法（昭和 8年 3月

15 日）以下、「船舶安全法施行規則」「船舶構造規則」「満載喫水線規則」「船体の強度を保

持するための構造の基準を定め告示」並びに「船体の水密を保持するための構造の基準を

定める告示」に記載されている。 

 また、船舶検査の方法は、国土交通省内規により敷居の圧力試験(ホーステスト)に関す

る取扱が記載されている。 

 

図表 2-1 段差(コーミング)等における関連法令 

段差（コーミング）に関連する記載内容

船舶安全法（昭和8年3月15日）

船舶の航行区域に関して定義

敷居の構造に関し規定

船舶安全法施行規則
（昭和38年9月25日 運輸省令第41号）

船舶構造規則
（平成10年3月31日 運輸省令第16号）

満載喫水線規則
（昭和43年8月10日 運輸省令第33号） 第一位置、第二位置に関し規定

船舶検査の方法
（国土交通省内規 平成26年1月20日）

船体の強度を保持するための構造の基準を定める告示
（平成10年7月21日 運輸省告示第379号）

船体の水密を保持するための構造の基準を定める告示
（平成10年7月21日 運輸省告示第380号） 敷居高さに関し規定

敷居の圧力試験（ホーステスト）
に関する取扱い

 



 
 

 

 

2.2 段差（コーミング）等における規則の要求内容 

 図表 2-2 のとおり、段差（コーミング）等における規則の要求内容等を整理し、高齢者

や車椅子使用者等が安全、安心に利用できる段差（コーミング）解消装置を検討した。 
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め
る
間
隔
と
な
る
よ
う

に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造

、
用
途
及
び
航
行
区
域
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は

、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

3
 
（
省
略
）
 

4
 
第

1
項
及
び
第

2
項
に
規
定
す
る
水
密
隔
壁
は
、
船
底
外
板
又
は
内
底
板
か
ら
上
甲
板
ま
で
達
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
に
作
用
す

る
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
上
甲
板
と
計
画
満
載
喫
水
線
と
の
間
の
甲
板
が
船

尾
隔
壁
か

ら
船
尾
ま

で
の
間

に
お
い

て
水
密

で
あ
る
場

合
に
は

、
船
尾

隔
壁
は

、
当
該
甲

板
ま
で

達
す
る

も
の

で
あ
れ
ば
よ

い
。
（
詳
細

は
省

略
）
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規
則
の
要
求
内
容
等
 

適
否
及
び
解
釈
 

（
船
楼
及
び
甲
板
室
）
第
二
十
二
条
 

 

 
1
 
船
楼
端
隔
壁
及
び
甲

板
室
周
壁
は

、
こ
れ
ら

に
作
用
す
る
波
浪
に
よ
る
荷
重
そ

の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定

め
る
強
度

を
有
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2
 
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

船
楼
及
び
甲
板
室
の
構
造
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。
 

 

 

 
（

告
示
で
定
め
る
強
度
）
 

船
体
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造
の
基
準
等
を
定
め
る
件
 

(
平
成
十
年
七
月
二
十
一
日
運
輸
省
告

示
第
三
百
七
十
九
号
）
 

第
百
五
条
（
船
楼
端
隔
壁
及
び
甲
板
室
周
壁
の
強
度
）
 

1
 
規
則
第
二
十
二
条
第
１
項
で
定

め
る
強
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

。（
詳
細
は
省
略
）
 

一
 
船
楼
端
隔
壁
及
び
甲
板
室
周
壁
の
板
の
厚
さ
に
関
し
て
の
算
式
 

二
 
同
上
の
板
の
厚
さ
の
最
小
値
の
算
式
 

三
 
同
上
の
防
撓
材
の
断
面
係
数
に
関
す
る
算
式
 

2
 
船
楼
端
隔
壁
及
び
甲
板
室
周
壁

の
寸
法
を
算
定
す
る
た
め
の
水
頭
に
関
す
る
規
定
（
省
略
）
 

3
 
水
頭
の
最
小
値
に
関
す
る
規
定

（
省
略
）
 

 

    船
楼

端
隔
壁
及

び
甲
板
室

周
壁
に
対
す

る
要
求
で
あ

る
が

敷
居
も
隔

壁
及
び
甲

板
室
周
壁
の

一
部
を
構
成

す
る
も
の
と
し
て
適
用
す
る
。
 

た
だ

し
、
稼
動

敷
居
と
し

た
場
合
通
常

の
風
雨
密
戸

と
一

体
と
し
て

閉
と
し
た

状
態
で
第
一

条
７
項
の
要

求
す
る
条
件
を
満
足
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
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規
則
の
要
求
内
容
等
 

適
否
及
び
解
釈
 

（
昇
降
口
の
閉
鎖
）
第
四
十
二
条
 

 

 
1
 
上
甲
板
等
に
設
け
る
昇
降
口
は
、
海
水
等
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
昇
降
口
の
位
置
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
昇
降
口
室

又
は

甲
板

室
に

よ
り

閉
囲

す
る

こ
と

に
よ

り
（

限
定

近
海

船
及

び
沿

海
区

域
又

は
平

水
区

域
を

航
行

区
域

と
す

る
船

舶
に

あ
っ

て
は

、
告

示
で

定
め

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り

）、
風
雨
密
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2
 
前
項
の
規
定
は
、
上
甲
板
等
に
設
け
る
昇
降
口
を
閉
囲
す
る
甲
板
室
の
上
部
の
甲
板
に
設
け
る
昇
降
口
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
 

 

 

 可
動
式
敷
居
に
対
す
る
要
求
 

と
し
て
適
用
す
る
。
 

 

 
（
告
示
で
定
め
る
措
置
）
 

船
体
の
水
密
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造
の
基
準
を
定
め
る
告
示
 

（
平
成
十
年
七
月
二
十
一
日
運
輸
省
告
示
第
三
八
〇
号
）
 

第
四
節
 
上
甲
板
及
び
暴
露
さ
れ
た
船
楼
甲
板
 

第
十
一
条
（
上
甲
板
等
の
コ
ー
ミ
ン
グ
）
 

コ
ー
ミ
ン
グ
に
係
る
規
則
第
四
十
条
第
一
項
の
告
示
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

1
 
上
甲
板
等
に
設
け
る
コ
ー
ミ
ン
グ
の
高
さ
が
、
当
該
船
舶
の
構
造
、
用
途
及
び
航
行
区
域
に
応
じ
て
次
表
に
掲
げ
る
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

イ
 
ロ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
船
舶
以
外
の
船
舶
 

ハ
ッ
チ
の
位
置
 

第
一
位
置
 

第
二
位
置
 

第
三
級
閉
囲
船
楼
内

の
上
甲
板
 

第
二
級
閉
囲
船
楼
内

の
上
甲
板
 

（ ミ リ メ ー ト ル ） 

コ ー ミ ン グ の 高 さ 

甲
板
口
の
面
積
が

0
.4
5
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
内
外
か
ら
閉
鎖

で
き
る
鋼
製
水
密
ヒ
ン
ジ
式
閉
鎖
装
置
を
有
す
る
場
合
 

3
8
0 

2
3
0 

2
3
0 

2
3
0 

上
欄
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
甲
板
口
の
面
積
が

1.
5
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満
の
と
き
 

4
5
0 

3
8
0 

3
8
0 

2
3
0 

上
二
欄
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
 

6
0
0 

4
5
0 

4
5
0 

2
3
0 

 ロ
 
（
省
略
）
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 ハ
 
平
水
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
 ハ
ッ
チ
の
位
置
 

第
一
位
置
 

第
二
位
置
 

第
三
級
閉
囲
船
楼

内
の
上
甲
板
 

第
二
級
閉
囲
船
楼

内
の
上
甲
板
 

（ ミ リ メ ー ト ル ） 

コ ー ミ ン グ の 高 さ 

甲
板
口
の
面
積
が

0
.4
5
平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、

内
外

か
ら

閉
鎖

で
き

る
鋼

製
水

密
ヒ

ン
ジ

式
閉

鎖
装

置
を

有
す

る
場
合
 

L
が

30
以
上

2
3
0 

1
8
0 

1
8
0 

1
3
0 

L
が

30
未
満

1
5
0 

1
0
0 

1
0
0 

1
0
0 

上
欄
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
甲
板
口
の
面
積
が

1
.5

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
鋼
製
水
密
閉
鎖
装
置

を
有
す
る
と
き
 

L
が

30
以
上

3
8
0 

2
3
0 

2
3
0 

1
5
0 

L
が

30
未
満

2
3
0 

1
5
0 

1
5
0 

1
5
0 

上
二
欄
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
 

L
が

30
以
上

4
5
0 

3
0
0 

3
0
0 

1
5
0 

L
が

30
未
満

3
0
0 

1
5
0 

3
0
0 

1
5
0 
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規
則
の
要
求
内
容
等
 

適
否
及
び
解
釈
 

 
第
十
七
条
（
昇
降
口
を
閉
囲
す
る
昇
降
口

室
及
び
甲
板
室
）
 

規
則
第
四
十
二
条
第
一
項
の
告
示
で
定

め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

一
 
第
十
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
要

件
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

二
 
昇

降
口

室
又

は
甲

板
室

の
出
入

口
に

設
け

る
閉

鎖
装

置
の

敷
居
の

高
さ

は
、

当
該

昇
降

口
の

位
置
ご

と
に

次
表

に
定

め
る

値
以

上
で
あ

る
こ
と

。
た

だ
し

、
暴

露
さ

れ
た
車

両
甲

板
上

に
設

け
る

甲
板

下
に
通

じ
る

昇
降

口
を

閉
囲

す
る

昇
降
口

室
又

は
甲

板
室

の
出

入
口

に
設

け
る
閉
鎖
装
置
の
敷
居
の
高
さ
は
、

60
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

昇
降
口
の
位
置
 

第
一
位
置
 

第
二
位
置
 

第
三
級
閉
囲
船
楼
内
の

上
甲
板
 

第
二
級
閉
囲
船
楼
内
の

上
甲
板
 

敷
居
の
高
さ
 

（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
 

6
0
0 

3
8
0 

3
8
0 

2
3
0 

 

  一
 

可
動

式
敷

居
に

対
す

る
要

求
と

し
て

適
用

す
る
。
 

二
 

昇
降

口
の

位
置

ご
と

に
要

求
さ

れ
る

敷
居

の
高
さ
を
適
用
す
る
。
 

  ※
図
表

2
-3
 
 
敷
居
の
高
さ
の
数
値
 

  

 
第
十
八
条
（
限
定
近
海
船
及
び
沿
海
区
域

又
は
平
水
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
の
昇
降
口
に
対
す
る
措
置
）
 

規
則
第
四
十
二
条
第
一
項
の
告
示
で
定
め

る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

一
 
限

定
近

海
船

及
び

沿
海

区
域
を

航
行

区
域

と
す

る
船

舶
（

国
際
航

海
に

従
事

す
る

も
の

を
除

く
）
の

上
甲

板
等

に
設

け
る

昇
降

口
（
第
二

級
閉
囲
船
楼
内
の
昇
降
口
を
除
く
）
は

堅
牢
な
鋼
製
の
囲
壁
で
閉
囲
す
る
こ
と
。
 

二
 
前
号
の
囲
壁
に
設
け
る
出
入
口
に
も

う
け
る
閉
鎖
装
置
の
敷
居
の
高
さ
は
、
当
該
昇
降
口
の
位
置
及
び

L
の
大
き
さ
ご
と
に
次
表
に
掲
げ

る
値
以
上
と
す
る
こ
と
。
 

昇
降
口
の
位
置
 

第
一
位
置
 

第
二
位
置
 

第
三
級
閉
囲
船
楼

内
の
上
甲
板
 

第
二
級
閉
囲
船
楼

内
の
上
甲
板
 

敷
居
の
高
さ
 

（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
 

L
が

30
以
上
 

4
5
0 

3
0
0 

4
5
0 

2
3
0 

L
が

30
未
満
 

3
0
0 

1
5
0 

3
0
0 

2
3
0 

 三
 
第
一
号
の
囲
壁
に
設
け
る
出
入
口
に
設
け
る
閉
鎖
装
置
の
と
は
、
次
の
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 

イ
 
堅
牢
な
構
造
で
あ
っ
て
、
機
関
室
口
囲
壁
に
常
設
的
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

  一
 

可
動

式
敷

居
に

対
す

る
要

求
と

し
て

適
用

す
る
。
 

二
 

昇
降

口
の

位
置

ご
と

に
要

求
さ

れ
る

敷
居

の
高
さ
を
適
用
す
る
。
 

  ※
図
表

2
-3
、
図
表

2-
4 

敷
居
の
高
さ
の
数
値
 

  三
 

戸
に

対
す

る
要

求
は

可
動

式
敷

居
に

対
す

る
要
求
と
し
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
敷
居
装

11



 
 

ロ
 
周
壁
の
両
側
か
ら
迅
速
に
閉
鎖
か
つ
定
着
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

ハ
 
暴
露
部
に
設
け
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
外
開
き
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

 四
 
（
省
略
）
 

 五
 
平
水
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
の
上
甲
板
等
に
設
け
る
昇
降
口
は
適
当
な
囲
壁
で
閉
囲
す
る
こ
と
。
 

  六
 

前
号
の

囲
壁

に
設

け
る

戸
は
、

両
側

か
ら

迅
速

に
閉

鎖
か

つ
定
着

で
き

る
も

の
と

し
、

か
つ

、
戸
の

敷
居

の
高

さ
は

、
昇

降
口

の
位
置
に

応
じ
て
次
表
に
掲
げ
る
値
以
上
と
す
る
こ
と
。
 

昇
降
口
の
位
置
 

上
甲
板
及
び
 

低
船
尾
楼
甲
板
 

前
部

0
.2

5L
の
 

船
楼
甲
板
 

船
楼
甲
板
 

（
左
記
を
除
く
）
 

敷
居
の
高
さ
 

（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
 

1
5
0 

1
5
0 

1
0
0 

 七
 
（
省
略
）
 

置
そ

の
も

の
は

脱
出

そ
の

他
に

活
用

す
る

も

の
で

は
な

い
の

で
運

行
中

は
確

実
に

閉
の

状

態
を

保
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

で
き

る
装

置

を
設

け
る

こ
と

で
片

側
か

ら
の

み
で

の
操

作

を
許
可
願
い
た
い
。
 

 五
 

可
動

式
敷

居
に

対
す

る
要

求
と

し
て

適
用

す
る
。
 

 六
 

昇
降

口
の

位
置

ご
と

に
要

求
さ

れ
る

敷
居

の
高
さ
を
適
用
す
る
。
 

※
図
表

2
-3
 
 
敷
居
の
高
さ
の
数
値
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規
則
の
要
求
内
容
等
 

適
否
及
び
解
釈
 

 
第
十
四
条
（
機
関
室
口
を
閉
囲
す
る
甲
板
室
）
 

甲
板

室
に

係
る

規
則

第
四

十
一

条
第

一
項

（
機

関
室

口
の

閉
鎖

に
関

す
る

要
件

は
告

示
で

定
め

る
と

記
述

さ
れ

て
い

る
）

の
告

示
で

定
め

る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

一
 
閉
鎖
装
置
の
効
力
が
次
の
要
件
に
適
合
す
る
も
の
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
 

イ
 

鋼
ま

た
は

鋼
と

同
等

の
効

力
を

有
す

る
材

料
で

製
造

さ
れ

、
隔

壁
に

常
設

的
に

、
か

つ
、

強
固

に
取

り
付

け
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
こ
と
 

ロ
 

開
口

の
な

い
隔

壁
と

同
等

の
強

度
を

有
す

る
よ

う
に

枠
を

取
り

付
け

て
防

撓
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

か
つ

、
出

入
り

口
に

適
応

す
る
寸
法
で
あ
る
こ
と
 

ハ
 
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
こ
と
 

ニ
 

ガ
ス

ケ
ッ

ト
と

併
用

す
る

締
め

付
け

装
置

を
備

え
て

い
る

こ
と

（
隔

壁
に

ガ
ス

ケ
ッ

ト
と

併
用

す
る

締
め

付
け

装
置

が
常

設
的

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
 

ホ
 
隔
壁
の
両
側
か
ら
操
作
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
 

 

      

バ
リ

ア
フ

リ
ー

開
口

と
し

て
機

関
室

に
出

入
り

す
る

開
口

は
な

い
と

思
わ

れ
る

の
で

、
本

条
文

は
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
第

17
条
で
要
求
さ

れ
る
要
件
と
し
て
適
用
す
る
。
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規
則
の
要
求
内
容
等
 

適
否
及
び
解
釈
 

B
．
船
舶
検
査
の
方
法
（
国
土
交
通
省
 
平
成

2
6
年

1
月

20
日
）
 

 

B
編
 
一
般

の
船
舶
及
び
こ
れ
に
備
え
る
物
件
に
係
る
検
査
 

 

 
1
.
3.
4
圧
力
試
験
 

-
1 

圧
力
試
験
は
次
表
に
従
う
 

・
暴
露
し
た
上
甲
板
及
び
船
楼
甲
板
 

端
隔
壁
に
第
２
級
閉
鎖
装
置
を
備
え
る
船
楼
内
上
甲
板
水
密
隔
壁
及
び
そ
の
階
段
部
 

→
 
ホ
ー
ス
内
圧
力
が

0
.2
MP
a
以
上
の
射
水
に
よ
る
圧
力
 

 ・
第

1
 級

閉
鎖
装
置
の
開
口
を
設
け
る
船
楼
及
び
低
船
尾
楼
端
の
隔
壁
軸
路
 

そ
の
他
の
水
密
ト
ン
ネ
ル
 

第
1
級
閉
鎖
装
置
を
備
え
る
船
楼
端
隔
壁
の
出
入
口
 

水
密
閉
鎖
装
置
を
備
え
る
甲
板
口

(倉
口
を
含
む

。）
 

→
 
ホ
ー
ス
内
圧
力
が

0
.2
MP
a 
以
上
の
射
水
に
よ
る
圧
力
 

 

      

要
求
に
従
っ
た
ホ
ー
ス
テ
ス
ト
を
行
う
。
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2.3 段差（コーミング）等における規則の要求内容等に基づいた略図 

  2.2 で整理した段差（コーミング）等における規則の要求内容等を略図で示すと次表

のとおり。 

なお、図表 2-3「船舶における敷居の高さ」は、満水喫水線規則に規程された船舶の各

位置に対し、必要な敷居の高さを各航行区域別に整理したものである。また、図表 2-4

「沿海フェリーにおける敷居の高さ」は、沿海区域を航行するカーフェリーをモデルと

し、各位置における必要な敷居の高さを記したものである。 
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 図
表

2
-
3
 
船
舶
に
お
け
る
敷
居
の
高
さ
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   図
表

2
-
4
 
沿
海
フ
ェ
リ
ー
に
お
け
る
敷
居
の
高
さ
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３．段差（コーミング）等の実態調査  

現状の船舶における段差（コーミング）及びそのバリアフリー化等の実態を把握するた

め、下記の選定理由により旅客船の出入口（舷門）について、目視と計測による調査を実

施した。 

 

3.1 実態調査の選定 

実態調査の選定については、平成 23 年度の「国内旅客船バリアフリー化推進のための調

査研究」の結果から、離島航路の約 25％を占める中国運輸局管轄の広島・山口地区と、約

30％を占める九州運輸局管轄の長崎地区を選定した。 

また、国内旅客船のうち、総トン数 300 トン以下が 7 割程度を占めていることから、選

定地区で出入口（舷門）を有する旅客船を選定した。 

さらに、第一回ワーキングで出入口（舷門）だけでなく、車両甲板と客室が同一甲板に

あるフェリーの客室出入口にも活用できる可能性が示唆されたため、限定沿海区域に運航

されているフェリーについても追加調査を実施した。 

 

3.2 実態調査の対象 

実態調査を行った調査対象は、図表 3-1 のとおり。なお、詳細については巻末の参考資

料を参照。 
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  図
表

3
-
1
 
実
態
調
査
一
覧
表
 

 
地

域
 

事
業
者
名
 

船
名
 

用
途
 

区
域
 

全
長
 

総
ト
ン
数
 

①
 

広
島
 

瀬
戸
内
シ
ー
ラ
イ
ン
株
式
会
社

 
入

船
 

フ
ェ

リ
ー
 

平
水
 

4
9
.
9
0
m

3
5
4
ト
ン
 

②
 

江
田
島
市
企
業
局
交
通
課
 

ス
ー

パ
ー
千

鳥
 

旅
客

船
 

平
水
 

2
4
.
5
2
m

9
2
ト
ン
 

③
 

瀬
戸
内
海
汽
船
株
式
会
社
 

宮
島
 

旅
客

船
（
高

速
船
）
 

平
水
 

3
1
.
5
0
m

1
8
9
ト
ン
 

④
 

瀬
戸
内
シ
ー
ラ
イ
ン
株
式
会
社

 
お

や
し

お
 

旅
客

船
 

平
水
 

2
1
.
1
2
m

5
2
ト
ン
 

⑤
 

山
口
 

周
防
大
島
町
政
策
企
画
課
 

ひ
ら

い
丸
 

旅
客

船
 

平
水
 

1
5
.
7
7
m

1
9
ト
ン
 

⑥
 

牛
島
海
運
有
限
会
社
（
光
市
役

所
）
 

う
し

ま
丸
 

旅
客

船
 

平
水
 

2
2
.
2
5
m

4
1
ト
ン
 

⑦
 

大
津
島
巡
航
株
式
会
社
 

鼓
海

Ⅱ
 

旅
客

船
 

平
水
 

2
5
.
7
7
m

5
9
ト
ン
 

⑧
 

大
津
島
巡
航
株
式
会
社
 

新
大

津
島
 

フ
ェ

リ
ー
 

平
水
 

2
8
.
0
0
m

1
4
4
ト
ン
 

⑨
 

長
崎
 

西
海
沿
岸
商
船
株
式
会
社
 

れ
ぴ

ー
ど

2 
旅

客
船

（
高

速
船
）
 

限
定
沿
海
 

2
1
.
5
0
m

1
9
ト
ン
 

⑩
 

九
州
商
船
株
式
会
社
 

シ
ー

ク
イ
ー

ン
 

旅
客

船
（
高

速
船
）
 

限
定
沿
海
 

3
0
.
5
0
m

1
1
5
ト
ン
 

⑪
 

九
州
商
船
株
式
会
社
 

ぺ
が

さ
す
 

ジ
ェ

ッ
ト
フ

ォ
イ
ル
 

沿
海
 

3
0
.
3
3
m

1
6
3
ト
ン
 

⑫
 

株
式
会
社
五
島
産
業
汽
船
 

あ
り

か
わ

8
号
 

旅
客

船
 

限
定
沿
海
 
 

2
5
.
0
0
m

5
8
ト
ン
 

⑬
 

平
戸
市
 

第
二

フ
ェ
リ

ー
大
島
 

フ
ェ

リ
ー
 

沿
海
 

4
2
.
1
2
m

1
9
9
ト
ン
 

⑭
 

竹
山
運
輸
有
限
会
社
 

第
三

フ
ェ
リ

ー
度
島
 

フ
ェ

リ
ー
 

限
定
沿
海
 

3
7
.
1
0
m

1
9
9
ト
ン
 

⑮
 

崎
戸
商
船
株
式
会
社
 

フ
ェ

リ
ー
み

し
ま
 

フ
ェ

リ
ー
 

限
定
沿
海
 

4
4
.
2
4
m

2
7
1
ト
ン
 

⑯
 

鷹
島
汽
船
有
限
会
社
 

フ
ェ

リ
ー
た

か
し
ま

２
 

フ
ェ

リ
ー
 

平
水
 

3
2
.
0
6
m

1
6
2
ト
ン
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3.3 実態調査の結果 

実態調査の結果、トン数別、区域別、用途別において、以下のとおり整理を行った。 

 

○19 トンの平水及び限定沿海区域の旅客船における船内出入口については、可搬式タラ

ップの設置や船内の床面をスロープ状に加工することによって問題はなかった。 

○20 トン以上 100 トン未満の平水区域の旅客船における船内出入口については、船付タ

ラップ、可搬式スロープの設置や船内の床面をスロープ状に加工することによって問

題はなかった。ただし、定期検査のため傭船していた船舶は除く。 

○100 トン以上 300 トン未満の平水区域の旅客船の船内出入口については、スロープの設

置によって問題はなかったが、傾斜を緩やかにするためスロープが長かった。また、

同トン数、同区域のフェリーの車両甲板から客室出入口については、可搬式スロープ

の設置や船内の床面をスロープ状に加工することによって問題はなかった。 

○100 トン以上 300 トン未満の限定沿海区域の旅客船の船内出入口については、スロープ

の設置によって問題はなかったが、傾斜を緩やかにするためスロープが長かった。ま

た、同トン数、同区域のフェリーの車両甲板から客室出入口については、スロープの

設置によってバリアフリー化を図っていたが、傾斜が急勾配となっていた。 

 

なお、調査を実施した 300 トン以上のフェリー及び沿海区域のジェットフォイル等につ

いては、構造上大きな違いがあるため除いた。 
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21

４．段差（コーミング）解消装置の開発コンセプト  

 段差（コーミング）解消装置の開発コンセプトとして、 

①平成 23 年度に実施した「国内旅客船バリアフリー化推進のための調査研究」おいて実

施した船舶検査官へのヒアリング結果から「コーミングについては、段差解消を図る

ため可倒式、油圧式等の技術について研究すべき」との指摘があったこと。 

②国内旅客船のうち、300 トン以下の船舶が 7割程度を占めること。 

③実態調査の結果、特に 100 トン以上 300 トン未満、平水区域及び限定沿海区域の旅客

船の船内出入口において、スロープの傾斜を緩やかにするためスロープが長かったこ

と。また、100 トン以上 300 トン未満の限定沿海区域のフェリーの車両甲板から客室出

入口において、スロープの設置によるバリアフリー化を図っていたが、傾斜が急勾配

であったこと。 

④ワーキングにおいて、船員の労力やコーミング装置のロックの締め忘れ防止などの安

全面に考慮すべきとの指摘があったこと。 

⑤ワーキングにおいて、動力式の場合は故障時や非常時等に対応できることとの指摘が

あったこと。 

に対応した性能を有しているコーミング解消装置とした。 

以上の段差（コーミング）解消装置を開発するため、試験機(モックアップ)を製作し、

性能確認を実施することとした。 

 

4.1 段差（コーミング）解消装置の型式提案 

 段差（コーミング）解消装置として、手動の「①ヒンジダウン式」「②サイドヒンジ式」

「③ダブルドア式」、動力駆動の「④ヒンジダウン式」「⑤サイドヒンジ式」の５つの型式

を図表 4-1 のとおり検討した。 

 その結果、費用の制約があること、既存船にも取り付けが可能であり、確実な安全性を

確保できること、また船員の労力低減につながることを考慮し、「動力駆動のサイドヒンジ

式」のモックアップを製作することとした。 

 なお、イメージ図は、図表 4-2、4-3 のとおり。 





 

図表 4-1 段差（コーミング）解消装置の型式提案 

 

①ヒンジダウン式 ②サイドヒンジ式 ③ダブルドア式 ④ヒンジダウン式 ⑤サイドヒンジ式

駆動方式

手動クリップ付風密扉（JIS型）

・手動クリップ付ヒンジダウンコー
　ミング及びコーミング枠

船体甲板への掘り込み及び掘り込
み用カバー

－

・甲板に掘り込みが必要
・掘り込みのための排水管の導設
　が必要

－

居住区配置の容易
性

通常の風密扉より大型になるため
居住区配置（主として暴露部側）
に注意が必要

①ヒンジダウン式の記述に加え、
　動力装置の設置場所の確保が
　必要

②サイドヒンジ式の記述に加え、
　動力装置の設置場所の確保が
　必要

バリアフリー性

風雨密性
風雨密性は容易
（技術的難易度はやや低い）

通常の風雨密扉と
しての使い勝手

コーミングを立てた状態で掘り込み
用カバーを設置すれば通常の風雨
密扉としての使い勝手の差はない

コーミングを設置した状態では通常
の風密扉としての使い勝手の差は
ない

ダブルドアを閉じた状態では通常の
風雨密扉としての使い勝手の差は
ない

操作性
風雨密用クリップ操作及び掘り込み
用カバー据え付けのための人手が
掛かる

風雨密用クリップ操作のため人手が
掛かるがヒンジダウン式に比してや
や楽

ダブルドアの風雨密のためのクリッ
プが多く開閉のための人手が掛か
る

やや安価
（ただし、装置費用及び取り付け費
用に加え船体甲板に掘り込み及
び配管費用が掛かる）

安価
（装置費用及び取り付け費用のみ）

①、②に比しやや高価

・動力装置等のため購入品及び取
り
　付け費用の発生があり高価
・船体甲板に掘り込み及び配管
　費用が掛かる

動力装置等のため購入品及び取り
付け費用の発生があり高価

構
造
・
構
成

機
能

型式

価　　格

通常の大型風雨密扉と同

風雨密確保のためパッキンの連続性に工夫が必要
（技術的難易度は高い）

装置の構成

船体構造との取り
合い

通常の風雨密扉並み
・甲板に掘り込みが必要
・掘り込みのための排水管の導設
　が必要

①ヒンジダウン式と同 ②サイドヒンジ式と同

動力駆動

・開口幅は、900mmを確保
・甲板上には風雨密用パッキン受けのため25mm程度の突起物がある程度で、車いすの走行に支障はない。

作動はボタン操作のみ

手動

手動クリップ付風密扉（JIS型）及び扉枠 手動クリップ付風密扉（JIS型）及び扉枠

手動クリップ付ダブルドア及び扉枠
手動クリップ付サイドヒンジコー
ミング及びコーミング枠

油圧シリンダ駆動式締め付け装置及び油圧シリンダ駆動式付サイドヒン
ジコーミング及びコーミング枠

機側油圧ポンプ装置及び操作ボタン
・船体甲板への掘り込み
　及び掘り込み用カバー

動力装置の取り付けのための補強が必要

23





 
 

図表 4-2 段差（コーミング）解消装置（モックアップ）閉鎖時のイメージ図 

 

図表 4-3 段差（コーミング）解消装置（モックアップ）開放時のイメージ図 
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4.2 段差（コーミング）解消装置（モックアップ）の製作 

 図表 4-4 の設備仕様により、サイドヒンジ式の段差（コーミング）解消装置のモックア

ップを製作した。 

 

  図表 4-4 設備仕様 

 項 目 仕 様 

1 構造 サイドヒンジ式 風雨密 

2 コーミングの高さ 300mm 

3 （通常時※1）開口幅 1206mm 

4 （通常時）開口高さ 1800mm （甲板上 2100mm） 

5 （バリアフリー時※2）開口幅 906mm 

6 （バリアフリー時）開口高さ 2075mm 

7 （バリアフリー時）開口段差 25mm 

8 風雨密の設計性能 0.2MPa 射水試験クリア 

9 可動コーミングの開閉方式 油圧シリンダ駆動式 

10 開閉シリンダ 14MPa φ40×250mm 

11 可動コーミングの開閉時間 8.0sec 以下 

12 可動コーミングのロック方式 油圧シリンダによる閂打ち込み式 

13 ロックシリンダ 14MPa φ50×180mm 

14 コーミングロックの開閉時間 4.0sec 以下 

15 駆動用油圧装置 

吐出圧力 14MPa   

流量 10L/min   

電動機 3.7KW 

16 表示灯 
各シリンダ動作限（開閉）を表示 

可動コーミング閉条件成立を表示 

17 扉形式 手動開閉式風雨密扉 

18 操作制御盤 壁掛け式 

  ※1 通常時とは、可動コーミングの閉時 

  ※2 バリアフリー時とは、可動コーミングの開時 
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図表 4-5 モックアップの組立図 
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図表 4-6 風雨密扉組立図 
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図表 4-7 可動コーミング及び扉部組立図 
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図表 4-8 シール部組立図 
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4.3 段差（コーミング）解消装置（モックアップ）による性能検証 

 製作した段差（コーミング）解消装置（モックアップ）の性能を検証するため、平成 27

年 2 月 23 日に長崎市内の製作メーカー（株式会社西日本メタル工業）において、関係者立

会のもと段差（コーミング）解消装置の性能確認を下記の内容で実施した。その結果、図

表 4-10 のとおり、問題がないことを確認した。 

 なお、性能確認の項目として、①風雨密扉の開閉動作、ロック機能について、②コーミ

ング解消装置のロック開閉動作、コーミングの開閉動作について、③バリアフリー通行性

について、④射水試験を行った。 

 また、段差（コーミング）解消装置の操作手順は、図表 4-12 及び 4-13 のとおり。 
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図表 4-10 段差（コーミング）解消装置の性能確認票 
目的 試験内容（手段） 計画値 測定値 判定基準 判定 自由記述

扉の開閉

開　・　閉

ロックの開閉 ①確実に閉められる事 良／否

開　・　閉 ②動作が円滑な事 良／否

①風雨密扉を開放 作動圧力 作動圧力

②油圧装置を起動 　14MPa以下 5.0　Mpa ①各表示が正常に表示される事 良／否

③制御盤のコーミング閉表示点灯を確認

④制御盤のロックシリンダー閉表示を確認 開閉時間 開閉時間 ②動作が円滑な事 良／否

⑤制御盤の開閉シリンダー閉表示を確認 　4.0sec以下 3.0　sec

⑥ロックシリンダー操作のスイッチを開操作 ③計画値以下である事 良／否

⑦ロックシリンダー操作の開動作

⑧ロックシリンダーの開表示を確認

⑨コーミングの閉表示消灯を確認

作動圧力 作動圧力

　14MPa以下 4.0　Mpa ①各表示が正常に表示される事 良／否

開閉時間 開閉時間 ②動作が円滑な事 良／否

　8.0sec以下 8.0　sec

③計画値以下である事 良／否

作動圧力 作動圧力

　14MPa以下 4.0　Mpa ①確実に閉められる事 良／否

開閉時間 開閉時間 ②各表示が正常に表示される事 良／否

　8.0sec以下 8.0　sec

③動作が円滑な事 良／否

④計画値以下である事 良／否

作動圧力 作動圧力

①ロックシリンダー操作のスイッチを閉操作 　14MPa以下 5.0　Mpa ①確実に閉められる事 良／否

②ロックシリンダーを閉動作

③ロックシリンダーの閉表示を確認 開閉時間 開閉時間 ②各表示が正常に表示される事 良／否

④コーミングの閉表示点灯を確認 　4.0sec以下 3.0　sec

⑤油圧装置を停止 ③動作が円滑な事 良／否

⑥風雨密扉を閉鎖

④計画値以下である事 良／否

通行幅 通行幅

　900mm 903　mm

通過段差部 通過段差部

　25mm 25　mm

良／否④射水試験 風雨密性に問題がない事
①コーミング及び風雨密扉の閉状態で射水（0.2MPa）を実施

②シール部からの水漏れの有無を確認（シール部へのチョーク塗布）

シール部からの
水漏れなし

水漏れ

　　　有　・　無
水漏れがない事

良／否

②
コ
ー

ミ
ン
グ
解
消
装
置

ロック装置の開動作 ロック装置の開動作がスムーズに作動する事

コーミングの開動作

コーミングの開動作がスムーズに作動する事

①開閉シリンダー操作スイッチを開操作

②開閉シリンダーの開動作

③開閉シリンダーの開表示点灯を確認

コーミングの閉動作 コーミングの閉動作がスムーズに作動する事

①開閉シリンダー操作スイッチを閉操作

②開閉シリンダーの閉動作

③開閉シリンダーの閉表示点灯を確認

ロック装置の閉動作 ロック装置の閉動作がスムーズに作動する事

③バリアフリー通行性 通過段差部の通行に支障がない事
①通過段差部の寸法を確認

②車椅子で通行して支障の有無を確認
通行に支障がない事

動作が円滑な事 良／否

扉のロック機能 風雨密扉のロックがスムーズにできる事 人力でクリップを開閉 人力で開閉

人力で開閉

試験項目

①
風
雨
密
扉

扉の開閉動作 風雨密扉の開閉がスムーズにできる事 人力で扉を開閉
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図表 4-11 段差（コーミング）解消装置（モックアップ）の性能確認 

   

       概要の説明             可動コーミングの確認 

 

     

関係者による通行性の確認           車いすの通行性の確認 

 

  

0.2MPa 射水試験の実施①         0.2MPa 射水試験の実施② 
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図表 4-13 コーミング閉動作 

手 順 操作内容 

1 油圧ユニットの起動 
操作盤[ポンプ起動]釦を操作し、油圧ユニットを起動す

る。 

2 可動コーミングの閉動作 
操作盤「開閉シリンダ」スイッチを「閉」操作し、可動

コーミングを閉鎖する。 

3 ロック装置の閉動作 
操作盤「ロックシリンダ」スイッチを「閉」操作し、ロ

ック装置を閉鎖する。 

4 閉動作の完了 

①操作盤「コーミング閉」表示灯の点灯を確認する。 

②「ロックシリンダ」及び「開閉シリンダ」の「閉」表

示灯の点灯を確認する。 

5 油圧ユニットの停止 
操作盤[ポンプ停止]釦を操作し、油圧ユニットを停止す

る。 

6 風雨密扉の閉 風雨密扉を手動で閉鎖する。 

※「コーミング閉」表示灯は、操舵室等にも設置し、コーミングが完全に閉鎖状態である事を

確認し、運航を開始する。 
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５．まとめ  

本事業では、船内出入口の段差（コーミング）等における法令を整理し、旅客船数の多

い広島・山口地区と長崎地区で運航されている旅客船の出入口の段差（コーミング）につ

いて調査を実施し、船舶における段差（コーミング）及びバリアフリー化の実態を把握し

た。また、障害当事者や学識者、行政等の意見を踏まえ、段差（コーミング）に対する各

規則を満足し、かつその段差（コーミング）を解消するモックアップを製作し、長崎県長

崎市内の西日本メタル工業株式会社内の工場において、本ワーキング委員及び当該地の船

舶検査官の立会いのもと性能確認を実施した。 

ついては、今後の段差（コーミング）解消装置の普及を図るため、得られた成果と今後

の課題を下記に整理する。 

 

5.1 得られた成果 

 ○実態調査の結果、大概の旅客船はスロープの設置や床面をスロープ状に加工すること

によって、段差（コーミング）のバリアフリー化を図っていた。そのため、段差（コ

ーミング）の前後スペースには、大きな制約があった。 

 

 ○段差（コーミング）解消装置（モックアップ）の性能評価は、風雨密性、動力駆動、

通行性について問題のないことを確認した。しかしながら、性能構築に主眼を置いて

いたため、船舶への搭載には現実的なサイズではなかった。そのため、実機において

はあらゆる面で小型化を図る必要がある。 

 

5.2 今後の課題 

 ○敷居高さの見直し 

   製作した段差（コーミング）解消装置（モックアップ）は、可動コーミングのシー

ル性を考慮し、パッキン受けを 25mm で設計した。しかし、検証の結果、さらに低いパ

ッキン受けでも十分なシール性を確保できることがわかった。今後は、バリアフリー

基準に示されている段差の 20mm 以下への改良が必要である。 

 

 ○各種装置の小型化 

  ①風雨密扉 

    風雨密扉の角部の R 形状は、シール性を確保できる最少寸法への改良が必要であ

る。 
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  ②駆動装置 

    段差（コーミング）解消装置における駆動装置の油圧シリンダは、計画値より低

い数値で能力を発揮することができたため、駆動装置の小型化が必要である。 

  ③駆動装置配置の見直し 

    製作した段差（コーミング）解消装置（モックアップ）は、駆動油圧装置を横置

きとしているため、縦置き等により省スペース化が考えられる。 

  ④可動コーミング開閉の手動化 

    可動コーミングの開閉を駆動式から手動式に変更し、ロック装置を両側に配置す

ることで船体配置の自由度を高めることが考えられる。 

  ⑤動力源の共有化 

    製作した段差（コーミング）解消装置（モックアップ）はの動力源はポンプユニ

ットを採用したが、実機では船内油圧を動力源とすることが考えられる。 

 

 ○低価格化 

  ①汎用品の採用 

   風雨密扉のパッキン形状を一般的な配置に変更し、JIS 規格品の採用を図る。 

  ②パッキンの定型化 

   パッキン形状の数値化及び製造時の金型採用等を行い、定型化を図る。 

 

 ○安全面、耐久性への配慮 

  ①機器等にカバーを設置する。 

  ②塩害対策、波浪対策等のため、素材の最適化を図る。 

  ③非常時（動力喪失時）の駆動機構を確保する。 

 

 ○型式の拡大 

   製作した段差（コーミング）解消装置（モックアップ）は、動力駆動のサイドヒン

ジ式を採用したが、搭載船舶の状況に適合するため、型式の拡大を図る。 

 

 ○マニュアルの整備 

   高齢者や障害者等が安全、安心に利用できるようにするため、装置の保守・管理な

らびに係員が適正に操作できるマニュアルを整備する。なお、参考に次頁から段差（コ

ーミング）解消装置の仕様書案を掲載する。 
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１．装置概要 

 本装置は船舶乗込み口の段差（コーミング）を可動式とし、身障者等が船内に乗り込む際の段差を解

消するものとする。 

 本装置は JIS 準拠の風雨密扉と、サイドヒンジ式の可動コーミングで構成する。 

可動式コーミングは、コーミング開閉用の油圧シリンダで開閉する。 

可動式コーミングには閂式のロック装置を装備し、コーミングの閉状態を保持する。 

ロック装置の閂は油圧シリンダで開閉する。 

 

２．設備仕様 

項 目 仕 様 

1 . 構造・仕様 サイドヒンジ式 風雨密 

2 . コーミング高さ 300mm 

3 . (通常時※1)開口幅 1206mm 

4 . (通常時)開口高さ 1800mm(甲板上 2100mm) 

5 . (バリアフリー時※2)開口幅 906mm 

6 . (バリアフリー時)開口高さ 2075mm 

7 . (バリアフリー時)開口段差 25mm 

8 . 風雨密設計性能 0.2MPa 射水試験クリア 

9 . 可動コーミング 開閉 油圧シリンダ駆動式 

10 . 開閉シリンダ仕様 14MPa φ40×250mm 

11 . 可動コーミング開閉時間 8.0sec 以下 

12 . 可動コーミング ロック装置 油圧シリンダによる閂打ち込み式 

13 . ロックシリンダ仕様 14MPa φ50×180mm 

14 . コーミングロック装置開閉時間 4.0sec 以下 

15 . 駆動用油圧装置 吐出圧力 14MPa 流量 10L/min 

電動機 AC220V 3.7KW 

16 . 表示灯 各シリンダ動作限(開閉)を表示 

可動コーミング閉条件成立を表示 

17 . 扉形式 手動開閉式風雨密扉 

18 . 操作制御盤 壁掛け式 

※１ 通常時とは、可動コーミングの閉時 

※２ バリアフリー時とは、可動コーミングの開時 
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３．操作仕様 

手 順 操 作 内 容 

1)コーミングの開動作 

① 風雨密扉の開 風雨密扉を手動で開放する 

② 油圧ユニットの起動 操作盤「ポンプ起動」釦を操作して油圧ユニット起動する 

③ ロック装置の開動作 操作盤「ロックシリンダ」スイッチを「開」操作して 

ロック装置を解除する 

④ 可動コーミングの開動作 操作盤「コーミング閉」表示灯消灯を確認する 

ロックシリンダ及び開閉シリンダ「開」点灯を確認する 

⑤ 開動作の完了 操作盤「ポンプ停止」釦を操作して油圧ユニット停止する 

⑥ 油圧ユニットの停止 操作盤「ポンプ停止」釦を操作して油圧ユニット停止する 

  

手順 操作内容 

2)コーミングの閉動作 

① 油圧ユニットの起動 操作盤「ポンプ起動」釦を操作して油圧ユニット起動する 

② 可動コーミングの閉動作 操作盤「開閉シリンダ 」スイッチを「閉」操作して 

可動コーミングを閉鎖する 

③ ロック装置の閉動作 操作盤「ロックシリンダ 」スイッチを「閉」操作して 

ロック装置を閉鎖する 

④ 閉動作の完了 操作盤「コーミング閉」表示灯点灯を確認する 

ロックシリンダ及び開閉シリンダ「閉」点灯を確認する 

⑤ 油圧ユニットの停止 操作盤「ポンプ停止」釦を操作して油圧ユニット停止する 

⑥ 風雨密扉の閉 風雨密扉を手動で閉鎖する 

※コーミング閉表示灯は操舵室等にも設置し、コーミングが完全に閉である事を確認し、運航を開始

する 
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４．安全仕様、耐環境仕様について 

 

安全且つ装置の安定した稼働を行うため、各機器は次の仕様を満足させる。 

 

１）可動コーミング 完全閉状態の表示 

    可動コーミングの完全閉鎖状態を表示する表示灯「コーミング閉」を制御盤に装 

備する。 

 本表示は操舵室等にも設置して、運航開始時に可動コーミングが完全閉鎖状態で 

ある事が確認出来る様に運用する。 

 

２）油圧装置の圧力異常防止 

 油圧装置には設定圧力以上の油圧駆動力が作用しない様、減圧弁で作動圧力を制 

御する。 

  

３）各機器の耐環境性能 

 油圧シリンダ、各シリンダの動作限検出用検出器は船舶搭載の環境に見合った仕 

様を選定する。 

（対塩害、耐波浪、耐海水を考慮し、油圧シリンダの SUS ロッド化や検出器の保 

護等級等を選定） 

  

４）動力喪失時の手動動作 

 動力喪失時の可動コーミングロック開閉動作は、ロック装置閂に設置した手動操 

作用アイプレートに、レバーブロック等を掛けて手動で開閉可能にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）保護カバーの設置 

 ロック装置に保護カバーを設置する。 

手動操作用アイプレート 

ロック装置 閂 

ロック 解除 



 
 

 

５．メンテナンスについて 

 

装置の安定した稼働を行うため、次の項目に留意する。 

 

箇 所 内 容 

① 可動コーミング甲板上シール金物部 異物（ゴミ）除去及び清掃 

② 可動コーミングパッキン部 合わせ面の損傷確認、異物（ゴミ）除去及び清掃

③ 可動コーミングヒンジ部 グリース給脂、異物除去 

④ 可動コーミングロック部 閂摺動部へのグリース給脂 

⑤ 可動コーミングロック部 コーミング側ライナー摺動面の状況確認 

⑥ 風密扉パッキン部 合わせ面の損傷確認、異物（ゴミ）除去及び清掃

⑦ 風雨密扉ヒンジ部 グリース給脂、異物除去 

⑧ 風雨密扉ドアクリップ部 グリース給脂 

⑨ 油圧ユニット本体 配管及び各油圧機器からの油漏れ確認 

⑩ 油圧ユニット本体 定期的な作動油交換 

⑪ 油圧ユニット電動機 定期的な絶縁抵抗確認 

⑫ 油圧シリンダ ロッドの状態確認及び清掃、ロッドシール部から

の油漏れ確認 

⑬ 油圧シリンダ ホース接続部からの油漏れ 

⑭ 油圧配管 損傷有無の確認 

⑮ 制御盤 各種表示灯の点灯確認 

⑯ 検出器 各シリンダ位置検出器の作動確認 
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参考資料 

 

 

実態調査の結果（詳細） 



 
 

 

 

各事例は、「①調査対象船舶の概要」「②目視調査」「③計測調査」「④現況図」「⑤現況画

像」の構成となっている。なお、「①調査対象船舶の概要」は、『2014 年春季号 フェリー・

旅客船ガイド』（日刊海事通信）を参照した。 

 

 

6-1 広島・山口地区 

 6 月 12 日から 13 日にかけて、広島・山口地区における以下の 8隻について調査を実施

した。 

  

    図表 6-1 広島・山口地区の実態調査対象船舶 

事例 船名 運航事業者 

① 入船 瀬戸内シーライン株式会社 

② スーパー千鳥 江田島市企業局交通課 

③ 宮島 瀬戸内海汽船株式会社 

④ おやしお 瀬戸内シーライン株式会社 

⑤ ひらい丸 周防大島町政策企画課 

⑥ うしま丸 牛島海運有限会社（光市役所） 

⑦ 鼓海Ⅱ 大津島巡航株式会社 

⑧ 新大津島 大津島巡航株式会社 
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事例① 

①調査対象船舶の概要 

船名 入船 

航行区域 平水区域 

航路名 広島（宇品）－ 江田島（切串） 

全長 49.90m 

総トン数 354 トン 

旅客定員 250 人 

航海時間 25 分 

建造年月 1997 年 10 月 

造船所 中谷造船株式会社 

 

②目視調査 

港名 広島宇品港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） ランプウェイ 

乗船方法 ランプウェイ 

乗船方法のバリアフリー化 なし 

バリアフリー区画の位置 なし（ただし、車両甲板にシルバールームを設置） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 

シルバールームまでは１か所 

※2F 客室までは 1ヵ所（ただし、階段での昇降） 

航海中の扉の状況 開放 

扉の構造 シルバールーム、2F 客室：風雨密開き戸（片開き）

 

③計測調査 

敷居の高さ シルバールーム：100mm   2F 客室：85mm 

扉の開口幅 シルバールーム：800mm   2F 客室：755mm 

扉の開口高さ シルバールーム：1800mm   2F 客室：1750mm 

扉の前後の形状 

シルバールーム：車両甲板側、客室側ともにスロー

プを設置 

2F 客室：段差解消を行っていない 
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  ④現況図 （１）シルバールーム 

座席

1Ｆ シルバールーム

段差
100mm
（スロープで解消）

座席

スロープ

スロープ

ｽﾛｰﾌﾟ

 

 

（２）2F 客室 

1280mm

1150mm

座席

2Ｆ 客室

段差
85mm
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  ⑤現況画像  

（１）シルバールーム 

  

  シルバールーム入口周辺    シルバールーム 出入口スロープ 

 

（２）２F客室 

  
  2F 客室出入口周辺          2F 客室扉 
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事例② 

①調査対象船舶の概要 

船名 スーパー千鳥 

航行区域 平水区域 

航路名 能美島（中町） － 広島（宇品） 

全長 24.52m 

総トン数 92 トン 

旅客定員 223 人 

航海時間 27 分 

建造年月 1997 年 8 月 

造船所 株式会社三保造船所 

 

②目視調査 

港名 広島宇品港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 船付タラップ 

乗船方法のバリアフリー化 なし 

バリアフリー区画の位置 なし 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客席までは１か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 風雨密開き戸（両開き） 

 

③計測調査 

敷居の高さ 135mm＋100mm 

扉の開口幅 1000mm 

扉の開口高さ 1725mm 

扉の前後の形状 
船内側は 1段のステップあり 

（スロープの設置対応可） 
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  ④現況図 

段差
100mm

1430mm

ｽﾛｰﾌﾟ

970mm

船付タラップ

段差
135mm

ステップ

 
 

  ⑤現況画像 

  

  船付タラップ                  船内のステップ 
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事例③ 

①調査対象船舶の概要 

船名 宮島（高速船） 

航行区域 平水区域 

航路名 広島 － 呉 － 松山(観光港) 

全長 31.50m 

総トン数 189 トン 

旅客定員 153 人 

航海時間 1 時間 8分 

建造年月 1994 年 4 月 

造船所 日立造船株式会社 

 

②目視調査 

港名 広島宇品港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 タラップ 

乗船方法のバリアフリー化 あり 

バリアフリー区画の位置 あり（乗船口から船首側） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客席までは１か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 風雨密開き戸（両開き） 

 

③計測調査 

敷居の高さ 150mm 

扉の開口幅 1200mm 

扉の開口高さ 1900mm 

扉の前後の形状 船内側はスロープを設置 
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  ④現況図 

タラップ

舷門

スロープ2200mm
850mm

客室

段差
150mm

（スロープで解消）

 

 

  ⑤現況画像 

  

  船内側のスロープ（扉の開放時）   船内側のスロープ（扉の閉鎖時） 
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事例④ 

①調査対象船舶の概要 

船名 おやしお 

航行区域 平水区域 

航路名 広島 － 宮島 

全長 21.12m 

総トン数 52 トン 

旅客定員 97 人 

航海時間 23 分 

建造年月 1992 年 3 月 

造船所 三保造船所株式会社 

 

②目視調査 

港名 広島宇品港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 タラップ 

乗船方法のバリアフリー化 なし 

バリアフリー区画の位置 なし 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客席までは１か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 風雨密開き戸（片開き） 

 

③計測調査 

敷居の高さ 240mm 

扉の開口幅 700mm 

扉の開口高さ 1600mm 

扉の前後の形状 
船側は段差解消のための嵩上げ加工があり 

船内側はスロープを設置 
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  ④現況図 

スロープ

タラップ

座席

1800mm

600mm

800mm

舷門

段差
240mm
（スロープで解消）

 

 

  ⑤現況画像 

  

  舷門                      船内からの舷門 
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事例⑤ 

①調査対象船舶の概要 

船名 ひらい丸 

航行区域 平水区域 

航路名 樽見（浮島） － 日前 

全長 15.77m 

総トン数 19 トン 

旅客定員 62 人 

航海時間 30 分 

建造年月 2010 年 4 月 

造船所 株式会社ニシエフ 

 

②目視調査 

港名 周防日前（ひくま）港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 船付タラップ 

乗船方法のバリアフリー化 あり 

バリアフリー区画の位置 あり（乗船口から船首側） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客席までは２か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 非風雨密引き戸 

 

③計測調査 

敷居の高さ 70mm 

扉の開口幅 950mm 

扉の開口高さ 1730mm 

扉の前後の形状 
暴露側は床面をスロープ状に加工 

船内側はスロープを設置 
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  ④現況図 

床面をスロープ状
に加工

船付ﾀﾗｯﾌﾟ

350mm

470mm

750mm

スロープ

床面をスロープ状
に加工

引き戸

引き戸

座席

段差
70mm
（スロープで解消）

 

 

  ⑤現況画像 

  

    船付タラップ                 客室の出入口 
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事例⑥ 

①調査対象船舶の概要 

船名 うしま丸 

航行区域 平水区域 

航路名 牛島 － 室積 

全長 22.25m 

総トン数 41 トン 

旅客定員 61 人 

航海時間 20 分 

建造年月 2003 年 4 月 

造船所 瀬戸内クラフト株式会社 

 

②目視調査 

港名 室積港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 船付タラップ＋桟橋側固定タラップ 

乗船方法のバリアフリー化 あり 

バリアフリー区画の位置 あり（乗船口から船首側） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
なし 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 
船付タラップが外扉兼用  

バリアフリー客席入口は非風雨密引き戸 

 

③計測調査 

敷居の高さ 0mm 

扉の開口幅 1000mm （バリアフリー客席入口扉 900mm） 

扉の開口高さ 1950mm （バリアフリー客席入口扉 1800mm） 

扉の前後の形状 船内側はフラット 
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  ④現況図 

船付タラップ

引き戸
非常口

非常口

風雨密扉

一般客室

バリアフリー客室

 

 

  ⑤現況画像 

    

  船付タラップ             船内からの船付タラップ 
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事例⑦ 

①調査対象船舶の概要 

船名 鼓海Ⅱ 

航行区域 平水区域 

航路名 徳山 － 大津島 

全長 25.77m 

総トン数 59 トン 

旅客定員 150 人 

航海時間 34 分 

建造年月 2007 年 4 月 

造船所 瀬戸内クラフト株式会社 

 

②目視調査 

港名 徳山港 

岸壁の形状 浮桟橋（ただし、陸から桟橋までは急勾配である） 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 船付タラップ＋桟橋側固定タラップ 

乗船方法のバリアフリー化 あり 

バリアフリー区画の位置 あり（乗船口から船尾側） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客室までは１か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 非風雨密引き戸 

 

③計測調査 

敷居の高さ 100mm 

扉の開口幅 890mm 

扉の開口高さ 1770mm 

扉の前後の形状 
船側は船付タラップを設置 

船内側は床面をスロープ状に加工 
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  ④現況図 

船付タラップ

引き戸

段差
100mm
（スロープで解消）

床面をスロープ
状に加工

舷門

 

 

  ⑤現況画像 

  

   船付タラップ             船内からの舷門 
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事例⑧ 

①調査対象船舶の概要 

船名 フェリー新大津島 

航行区域 平水区域 

航路名 徳山 － 大津島 

全長 28.00m 

総トン数 144 トン 

旅客定員 200 人 

航海時間 44 分 

建造年月 2004 年 4 月 

造船所 石田造船建設株式会社 

 

②目視調査 

港名 徳山港 

岸壁の形状 スロープがある固定岸壁 

乗船経路（乗船口） 船首ランプウェイ 

乗船方法 ランプウェイ 

乗船方法のバリアフリー化 あり 

バリアフリー区画の位置 あり（車両甲板と同じ） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客室までは１か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 非風雨密引き戸 

 

③計測調査 

敷居の高さ 75mm 

扉の開口幅 990mm 

扉の開口高さ 2000mm 

扉の前後の形状 
車両甲板側はスロープを設置 

客室側は床面をスロープ状に加工 
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  ④現況図 

スロープ

引き戸 700mm

座席

車両甲板

段差
75mm
（スロープで解消）

床面をスロープ
状に加工

 

 

  ⑤現況画像 

  

  車両甲板からの客室出入口扉            客室からの出入口 
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6-2 長崎地区 

6 月 26 日から 27 日にかけて、長崎地区における以下の 4隻について調査を実施した。 

  

図表 6-2 長崎地区の実態調査対象船舶 

事例 船名 運航事業者 

⑨ れぴーど 2 西海沿岸商船株式会社 

⑩ シークイーン 九州商船株式会社 

⑪ ぺがさす 九州商船株式会社 

⑫ ありかわ 8号 株式会社五島産業汽船 
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事例⑨ 

①調査対象船舶の概要 

船名 れぴーど２（高速船） 

航行区域 限定沿海区域 

航路名 佐世保－神浦 

全長 21.50m 

総トン数 19 トン 

旅客定員 92 人 

航海時間 67 分 

建造年月 1999 年 11 月 

造船所 三保造船所株式会社 

 

②目視調査 

港名 佐世保港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 タラップ 

乗船方法のバリアフリー化 なし 

バリアフリー区画の位置 なし 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客席までは２か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 非風雨密引き戸 

 

③計測調査 

敷居の高さ 100mm 

扉の開口幅 900mm 

扉の開口高さ 1700mm 

扉の前後の形状 船内側はスロープを設置 
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  ④現況図 

スロープ

タラップ

舷門

客席 1000mm

客室

段差
100mm
（スロープで解消）

引き戸

 

 

  ⑤現況画像 

  

タラップ                  船内からの舷門 
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事例⑩ 

①調査対象船舶の概要 

船名 シークイーン（高速船） 

航行区域 限定沿海区域 

航路名 佐世保－上五島  

全長 30.50m 

総トン数 115 トン 

旅客定員 140 人 

航海時間 80 分 

建造年月 2010 年 2 月 

造船所 瀬戸内クラフト株式会社 

 

②目視調査 

港名 佐世保港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 タラップ 

乗船方法のバリアフリー化 あり 

バリアフリー区画の位置 あり（乗船口から船首側） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客室までは１か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 風雨密開き戸（片開き） 

 

③計測調査 

敷居の高さ 130mm 

扉の開口幅 900mm 

扉の開口高さ 1790mm 

扉の前後の形状 船内側はスロープを設置 
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  ④現況図 

スロープ

タラップ

900mm

1180mm

バリアフリー便所

座席

段差
130mm

（スロープで解消）

スロープ

座席

舷門

 

 

  ⑤現況画像 

  

   舷門                    船内からの舷門 
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事例⑪ 

①調査対象船舶の概要 

船名 ぺがさす（ジェットフォイル） 

航行区域 沿海区域 

航路名 長崎－福江・奈良尾 

全長 30.33m 

総トン数 163 トン 

旅客定員 264 人 

航海時間 85 分 

建造年月 1990 年 3 月 

造船所 川崎重工業株式会社 

 

②目視調査 

港名 長崎港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 タラップ 

乗船方法のバリアフリー化 なし 

バリアフリー区画の位置 なし 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客室までは１か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 風雨密開き戸（両開き） 

 

③計測調査 

敷居の高さ 130mm 

扉の開口幅 1500mm 

扉の開口高さ 1900mm 

扉前後のスペース及び床形状 船内側はスロープを設置 
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  ④現況図 

スロープ

タラップ

舷門

1640mm

500mm

座席

段差
130mm

（スロープで解消）

スロープ

座席

 

 

  ⑤現況画像 

  

舷門                     船内からの舷門 

 

81



 
 

事例⑫ 

①調査対象船舶の概要 

船名 ありかわ８号 

航行区域 限定沿海区域 

航路名 郷ノ首（中通島）－ 福江 

全長 25.00m 

総トン数 58 トン 

旅客定員 79 人 

航海時間 100 分 

建造年月 2000 年 7 月 

造船所 熊本ドック株式会社 

 

②目視調査 

港名 福江港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） 船側の舷門 

乗船方法 パレット（ドック中のため傭船している） 

乗船方法のバリアフリー化 なし 

バリアフリー区画の位置 なし 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客室までは２か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 風雨密開き戸（両開き） 

 

③計測調査 

敷居の高さ 300mm 

扉の開口幅 745mm 

扉の開口高さ 1530mm 

扉前後のスペース及び床形状 段差解消を行っていない 
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  ④現況図 

舷門

客室

段差
300mm

745mm

650mm

900mm

渡し板
（パレット）

 

 

  ⑤現況画像 

  

渡し板（パレット）               舷門 
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6-3 長崎地区（追加） 

9 月 25 日から 26 日にかけて、長崎地区における以下の 4隻について調査を実施した。 

  

図表 6-3 長崎地区（追加）の実態調査対象船舶 

事例 船名 運航事業者 

⑬ 第二フェリー大島 平戸市 

⑭ 第三フェリー度島 竹山運輸有限会社 

⑮ フェリーみしま 崎戸商船株式会社 

⑯ フェリーたかしま２ 鷹島汽船有限会社 
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事例⑬ 

①調査対象船舶の概要 

船名 第二フェリー大島 

航行区域 沿海区域 

航路名 大島（的山大島） － 平戸 

全長 42.12m 

総トン数 199 トン 

旅客定員 150 人 

航海時間 45 分 

建造年月 2005 年 12 月 

造船所 前畑造船株式会社 

 

②目視調査 

港名 平戸港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） ①船側の舷門、②船尾ランプウェイ 

乗船方法 ①タラップ、②ランプウェイ 

乗船方法のバリアフリー化 あり 

バリアフリー区画の位置 あり ２Ｆ （エレベーターで昇降） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客室までは１か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 非風雨密引き戸 

 

③計測調査 

敷居の高さ 90mm 

扉の開口幅 910mm 

扉の開口高さ 1735mm 

扉の前後の形状 船外側はスロープを設置 
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  ④現況図 

バリアフリー便所

スロープ

引き戸

1500mm

580mm

290mm

段差
90mm

（スロープで解消）

ス
ロ
ー
プ

エレベーター

客室

 

 

  ⑤現況画像 

  

エレベーターの出入口          客室の出入口 
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事例⑭ 

①調査対象船舶の概要 

船名 第三フェリー度島 

航行区域 限定沿海区域 

航路名 度島 － 平戸 

全長 37.10m 

総トン数 199 トン 

旅客定員 95 人 

航海時間 30～45 分 

建造年月 2008 年 8 月 

造船所 長崎造船株式会社 

 

②目視調査 

港名 平戸港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） ①船側の舷門、②船首ランプウェイ 

乗船方法 ①タラップ、②ランプウェイ 

乗船方法のバリアフリー化 あり 

バリアフリー区画の位置 あり（１Ｆ車両甲板奥） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客室までは１か所 

航海中の扉の状況 開放（閉すべきであるが運用上閉が出来ない） 

扉の構造 風雨密扉開き戸（片開き）＋防火扉開き戸（片開き）

 

③計測調査 

敷居の高さ 390mm 

扉の開口幅 850mm 

扉の開口高さ 1750mm 

扉の前後の形状 車両甲板側、客室側ともにスロープを設置 
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  ④現況図 

1450mm

防火扉

スロープ

1500mm

2160mm

270mm

段差
390mm

（スロープで解消）

スロープ

客 室

段差
320mm
（スロープで解消）

車両甲板

風雨密扉
スロープと干渉し
航海中に閉不可

舷門

 

 

  ⑤現況画像 

  

舷門                  船内からの舷門 
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事例⑮ 

①調査対象船舶の概要 

船名 フェリーみしま 

航行区域 限定沿海区域 

航路名 友住－平島－江島－崎戸－佐世保 

全長 44.24m 

総トン数 271 トン 

旅客定員 250 人 

航海時間 3 時間 29 分 

建造年月 1995 年 2 月 

造船所 有限会社向井造船所 

 

②目視調査 

港名 佐世保港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） サイドランプ 

乗船方法 サイドランプ 

乗船方法のバリアフリー化 なし 

バリアフリー区画の位置 なし 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
－ 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 風雨密扉開き戸（片開き）＋防火扉開き戸（片開き）

 

③計測調査 

敷居の高さ 160mm 

扉の開口幅 700mm 

扉の開口高さ 1650mm 

扉の前後の形状 段差解消を行っていない 
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  ④現況図 

210mm

防火扉

風雨密扉
段差
160mm

客室

車両甲板、荷室

 

 

  ⑤現況画像 

    
  車両甲板からの客室出入口      出入口扉 
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事例⑯ 

①調査対象船舶の概要 

船名 フェリーたかしま２ 

航行区域 平水区域 

航路名 鷹島（阿翁 － 御厨 

全長 32.06m 

総トン数 162 トン 

旅客定員 96 人 

航海時間 1 時間 15 分 

建造年月 2002 年 10 月 

造船所 株式会社渡辺造船所 

 

②目視調査 

港名 御厨港 

岸壁の形状 浮桟橋 

乗船経路（乗船口） ランプウェイ 

乗船方法 ランプウェイ 

乗船方法のバリアフリー化 あり 

バリアフリー区画の位置 あり（１Ｆ船首側） 

バリアフリー客席までの 

コーミング数 
客室までは１か所 

航海中の扉の状況 閉鎖 

扉の構造 非風雨密引き戸 

 

  ③計測調査 

敷居の高さ 150mm 

扉の開口幅 900mm 

扉の開口高さ 1740mm 

扉の前後の形状 車両甲板側、客室側ともにスロープを設置 
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  ④現況図 

バリアフリー便所

スロープ

引き戸

1000mm

1450mm

車両甲板

段差
150mm

（スロープで解消）

スロープ

階段

客室

1000mm

 

 

  ⑤現況画像 

  

客室出入口               客室からの出入口 
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以上、順不同 
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